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主な活動等

１．小学生と地域住民とのふれあい交流
（１）じゃがいも栽培体験（年１回）
小学生児童と地区社協や長寿会、民生委員・児童委員、福祉推進員等の地域ボラン
ティアが参加し、じゃがいもの植付やいも掘り等の農作業を体験するとともに、収
穫当日に「収穫祭」を開催しカレーやこふきいも等を会食するなどの世代間交流を
実施しました。

（２）稲作体験学習事業（通年）
農業体験をとおし子供たちの成長を地域で支えることを主な目的として、地区社協
や各種団体などのボランティアが協力して、小学生の稲作体験学習事業を行いまし
た。現在ではほどんどの作業を機械で行っている「種まき」や「田植え」、「稲刈
り」、「乾燥（稲架がけ）」を昔ながらの手作業で行うなど米作りの大変さを体験
するとともに、収穫したもち米を杵と臼で餅つきし、収穫の喜びを分かち合いまし
た。

２．敬老会の開催（年１回）
75歳以上の方をご招待しご長寿をお祝いする敬老会を開催し、146名の方が参加され
交流を図りました。余興の時間では、民謡やフラダンス等の演目を楽しんでいただ
き、最後に出演者と出席者が一緒に越中おわら節を踊るなど、賑やかなひと時を過
ごしていただきました。

３．歳末助け合い運動（年１回）
歳末に在宅一人暮らしの高齢者等のお住まいを訪問し、防災用保存食などを贈呈し
ました。

４．ふれあいケアネット活動（随時）
民生委員や福祉推進員、近隣住民を中心にチームを作り、対象者の方に公園までの
散歩や地域行事への参加といった外出のお誘いや同行をするなど、これまで築かれ
てきた関係性の延長線上でゆるやかな見守り活動を実践しました。また、チームの
情報交換会を年４回行い福祉専門職に相談、助言を貰うなど、支援のあり方につい
て情報共有を図りました。
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奥田北校下社会福祉協議会では、各種団体や町内会等の地域の皆様にご協力をいた
だき、様々な特色のある事業を実施しています。これからも、誰もが住み慣れた地
域で安心して暮らすことができる地域づくりを推進し、関係各位との連携を密に事
業運営にあたってまいりたいと思います。
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